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例会日 ： 毎週木曜日 18時 30分   

例会場 ： 関観光ホテル 岐阜県関市池尻 91-2 

会 長 ： 大藪 太 

副会長 ： 土屋 敏幸 

幹 事 ： 後藤 政之 

会 報 ： 北原 慎 

事務局 ： 岐阜県関市下有知 1655-1山田ビル 1-D   

TEL 〈0575〉24-7332  FAX〈0575〉23-5278 

本日のプログラム 第 ２１７１ 回例会 ２０２５年 ４月 ２日（水） 

             ３RC合同花見例会                  

 

＊ロータリーソング 「我等の生業」 斉唱 

＊会長あいさつ 大藪 太 会長 

皆さんこんばんは。本日のお客

様を紹介致します。岐阜県議会

議員・若井あつこ様です。若井様

には後ほど卓話をよろしくお願い

いたします。さて 3 月 6 日㈭、岐阜県下にノロウイルス

食中毒警報が発表されました。令和 7年 2月下旬から

ノロウイルスを原因とした食中毒事件が続発しています。

ノロウイルスは、感染性胃腸炎を引き起こす代表的なウ

イルスの一つで、特に冬場に流行します。感染力が非常

に強く、わずかなウイルス量でも感染・発症するため、注

意が必要です。ノロウイルスの症状としては、吐き気、嘔

吐、下痢、腹痛、発熱などです。潜伏期間は感染してか

ら発症するまで 24～48 時間程度です。またその持続

期間ですが、症状は通常 1～2日程度で回復しますが、

乳幼児や高齢者などでは重症化することがあります。感

染経路は経口感染が主な経路で、食品や水を介して感

染するほか、人から人への感染もあります。生存力は乾

燥や低温に強く、環境中で比較的長く生存できます。感

染原因としては、食品からの感染として、ノロウイルスに

汚染されたカキなどの二枚貝を生または充分に加熱せ

ずに食べた場合。ノロウイルスに感染した人が調理した

食品を食べた場合。人からの感染として、感染者の嘔吐
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物や便に触れた手指を介して口に入る場合。感染者の

嘔吐物や便が乾燥して空気中に漂い、それを吸い込ん

だ場合。その他として、ノロウイルスに汚染された水や物

品に触れた場合などがあります。感染してしまった場合

の処置ですが、ノロウイルスに対する特効薬はなく、治

療は対処療法が中心となります。まず大切なのが水分

補給、嘔吐や下痢による脱水症状を防ぐため、経口補

水液などでこまめに水分を補給します。次に安静、充分

な休息を取り、体力の回復を待ちます。そして食事、消

化の良いものを少量ずつ摂取します。ノロウイルスの予

防対策としては、一番大切なのが手洗い、調理前、食事

前、トイレの後、外出後などは、石けんと流水で充分に

手を洗い、特に指先、指の間、手首などを丁寧に洗うこ

とが大切で、これらはコロナ予防、インフルエンザ予防に

も言われたことですが、コロナ禍では徹底していたこれ

ら予防策が、少し気が緩んで実行されていない面もあ

ると思われます。次に食品の加熱、カキなどの二枚貝は、

中心部まで充分に加熱（85～90 度 C で 90 秒以上）

してから食べること。そして調理器具の消毒、調理器具

は使用後に塩素系漂白剤などで充分消毒をする必要

があります。また嘔吐物、便を処理する際は、使い捨て

の手袋とマスクを着用し、ペーパータオルなどで静かに

拭き取り、塩素系漂白剤で消毒をする。そして処理後は

手洗いをしっかりすること。そして出来れば感染者がい

る場合は、出来るだけ接触を避けることが大切です。特

に注意するべきこととして、乳幼児や高齢者は、重症化

しやすいため日頃の予防対策が必要になります。ノロウ

イルスは感染力が非常に強いため、家庭や会社、学校

などの施設で発生することがありますので、感染が疑わ

れる場合は迷わず医療機関を受診することが大切です。

岐阜県によりますと県内での「ノロウイルス食中毒警報」

の発表は令和 5 年 2 月 27 日以来だということです。

先日発症した岐南町の仕出し業者が製造した弁当によ

る、集団食中毒は患者が 300 人を超えました。また岐

阜県全体では今年に入り食中毒の件数が 5件、症状が

出た人が 396人に上っています。食中毒警報は 12日

(水)に解除されましたが、その後注意報に切り替わり、

3 月 31 日まで継続します。これからもまだ寒い日が続

くと思われますので、充分な予防対策をして、食中毒に

感染しないよう気をつけたいものです。 

＊２０２４-２５年度ポール・ハリスフェロー表彰 

 



＊卓 話 

 

岐阜県議会議員  

若井 あつこ 様 

テーマ  

 『 可能性への挑戦 』 

 

私は空手道界のエリートではありません。空手を習い始

めたきっかけは、４歳の頃に遭遇した交通事故でした。

無免許の青年が運転する暴走バイクに正面衝突され重

傷を負い、３ヶ月の寝たきり生活、４ヶ月間の入院生活

を強いられ、退院後も後遺症に悩まされていた娘の将

来を案じた両親が、身体を鍛える目的で小学１年の時に

空手道を勧めました。空手道を習い始めたものの、人よ

り勝る体力もなく、試合では勝つことができず社会人に

なっても「勝てない」時代を過ごしていました。しかし、当

時は２０才前後が「スポーツ界の花形」と言われていた

時代のなかで、私は遅咲きながら社会人になって世間

から認められ、２７歳で世界選手権初優勝、３３歳で前

人未到の世界選手権４連覇を果たすことができました。

確かに年齢的には「遅咲き」ですが、今振り返れば勝て

ない時代に培った「反骨精神」があったからこそ世界一

になることができたのだと感じています。近道とは真っ

すぐ進む一本道だけではなく、一見遠回りをしたようで

も、私にとってこれが夢への近道だったのではないかと

思います。「本当の勝者」とは、目先にある小さな花を咲

かせたものではなく、その先の大輪の花を咲かせたも

のこそ「真の勝者」であることを、身をもって学ぶことが

できました。また、自分自身の経験や、指導者となり多く

の選手と向かい合う中で、初めから強い選手や、ずっと

勝ち続ける選手はいないと言うことを、新たに学びまし

た。勝負は、強くなければ勝てません。しかし、強さゆえ

のおごりや、限界を知ることの挫折、迷いや誘惑、年齢

的な衰えなど、永遠に勝ち続けることは不可能であり、

だからこそ本当の強さとは力で相手に打ち負かすこと

ではなく、挫折に打ち克つ心や負けない心こそが、本当

の強さだと考えます。しかし、挫折を乗り越えることは簡

単ではなく、過去に私も挫折に負けてしまうほどの辛い

経験をしました。それは私が世界選手権３連覇中だった

頃に出場した静岡国体でした。私は優勝候補筆頭に挙

げられていながら、無名の大学生に初戦で敗北を喫し、

これまで経験したことのない痛烈な苦しみを知ることに

なりました。当時の私の生活は空手が全てで、空手以外

の夢をみたことがなかった私は、孤独の中で自暴自棄

になり、社会との関わりを拒否し、生きていくことさえ嫌

になることもありましたが、再び空手の道を歩むことを

決意しました。なぜならば、敗北感に苛まれるなかで気

が付いたことは、私の世界チャンピオンとしての誇りとは、

これまで手にしたタイトルでもメダルでもなく、空手に懸

けてきた姿勢「生き様」でなくてはならないということで

した。そして、これからはどんなことがあっても二度と逃

げ出したりしないと決意し、その「逃げない本気の覚悟」

が、私を新たな可能性「前人未到の世界選手権４連覇」

へと導いてくれま

した。もしも、静岡

国体の敗北で自

分の人生を諦め

ていたのならば、

今の私はありませ

ん。１００回やって

もできないからと

諦めるのも一つの

選択ですが、１０１

回目でできるようになることがあります。そして、これか

らはどんなことがあっても二度と逃げ出したりしないと

決意し、その「逃げない本気の覚悟」が、私を新たな可

能性「前人未到の世界選手権４連覇」へと導いてくれま

した。もしも、静岡国体の敗北で自分の人生を諦めてい

たのならば、今の私はありません。１００回やってもでき

ないからと諦めるのも一つの選択ですが、１０１回目でで

きるようになることがあります。なぜならば、１００回やっ



てもできなかった経験

があったからこそ、１０１

回目の成功を導いた

のです。人はそれぞれ

歩むスピードが違いま

す。たとえ時間がかか

ろうとも、山頂を目指

し自分の足で一歩一

歩を進むからこそ、誰

にも気が付かれずにひっそりと咲く１輪の花を見つける

ことができ、道の途中で疲れている人がいたならば肩を

貸すことができます。効率や生産性だけを求めるのでは

なく、これもひとつの生き方なのではないでしょうか。

「人見るもよし、見ざるもよし、われは咲くなり」 これか

らも可能性を信じて、未来創生に挑戦してまいります。 

 

 

＊出席委員会 

会員数 30名、本日の出席 17名です。 

 

＊ニコボックス委員会 

・会長 副会長 幹事 

若井様、お忙しい中お越しいただきありがとうございま

す。本日の卓話、楽しみにしております。よろしくお願い

いたします。 

・高井 良祐 会員 

本日はスギ花粉の飛散が多くて鼻水タラタラ・・・ 

くしゃみ連発でゴルフに

なりませんでした。 

 

１7 名のご投函ありがとう

ございました。 

 

 

 
＜次例会の案内＞ 

第 ２１72 回  

2025年 4月 10日 （木） 

『 C.A 会長エレクト研修セミナー報告 』    

担 当 ： 次期会長・幹事 


